
2012年3月29日
岐阜羽島衛生施設組合  
管理者　岐阜市長細江茂光様
　　　　　　　　　　震災がれきに関わる緊急質問書　
　日頃の岐阜羽島衛生施設組合へのご努力に敬意を表します。
　「震災がれき」に関して岐阜県は3月22日に市町村長らを集めて緊急会議を開き、3月27日には環境省による自治体と事務組合への説明を行い、3月30日までに「がれき受け入れ可否」を回答するよう求めています。
しかし組合は昨年、施設が2016年4月を目途に移転し建替えることを理由に受入を断りました。ところが、今年になって受入を検討しているのではないかとの不安と疑問をつのらせる報道へのコメントがありました。
　緊急ではありますが下記の質問に対し4月5日までに文書にてご回答くださるようお願いします。
記
　１．組合は、昨年8月10日付けで「当組合は、平成28年4月を目途に、現ごみ処理施設の移転建替を進めており、現在地元とは微妙な関係にあることを考慮すると、災害廃棄物を受け入れることはできないと判断しました。」との回答を岐阜県を通じて環境省に提出しました。
　組合は本年3月の新聞社アンケートで以下のようにコメントしています。
　　中日新聞　受入「困難」 　 施設の地元が受入に反対している
　　岐阜新聞　受入「無回答」　国の説明会で安全基準や支援内容など、判断のため情報を収集する
とあります。

 ①  国の説明会で安全基準や支援内容などにより、施設使用の期限が迫っていても、地元が受入に反対していても、受け入れる可能性があると、お考えでしょうか。説明願います。
 ②　新聞社への回答をするにあたり、組合を構成する羽島市、岐南町、笠松町に確認を取りましたか。
以上

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　回答先　　放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

